
 

 
 

令和５年 9 月 26 日 

愛 媛 大 学 

 

中四国地区初！重症心不全に対する 
長期在宅補助人工心臓治療（DT治療）を開始しました 

 

つきましては、是非、取材くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：植込型補助人工心臓のイメージ 図２：術後経過良好の様子 

 

 

 

 

※送付資料 1 枚（本紙を含む） 

このたび、愛媛大学医学部附属病院心臓血管・呼吸器外科は、特発性拡張型心筋症による末期重症

心不全の６０歳代の患者に対して、長期在宅治療を目指した植込型補助人工心臓の装着手術（ＤＴ治

療）を行いました。術後の経過は良好で、退院後は自宅での生活を予定しています。 

ＤＴ治療（Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ：心臓移植への橋渡しを前提としない治療）とは、２０２１年５月に保

険償還された治療法です。これにより、従来は適応がなかった６５歳以上の方や肝機能・腎機能が低下し

ている方にも、保険診療での植込型補助人工心臓の装着手術が可能となりました。現在、この治療は東

京や大阪などの大都市を中心に行われています。 

当院は２０２３年７月に「ＤＴ治療実施施設」として承認され、全国に先駆けて地方における DT 治療を

開始しました。住居地近隣の中核病院と密接な協力体制を築くことで、入院中だけでなく退院後の患者

安全にも配慮しています。 

今後は中四国地区にお住まいの多くの重症心不全患者が安心して自宅で生活できるようになること

を目指して、中四国各県の中核病院と協力しながら、DT 治療を推進する方針です。 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学医学部附属病院 

心臓血管・呼吸器外科 西村 隆 

電話：０８９－９６０－５３３１ 

Mail:nishimura.takashi.rb@ehime-u.ac.jp 
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